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2014 年 12 月 6日 第 1回地区運営会議

2015 年 1月 18 ～ 24 日 2015 年度国際協議会 17日出国、26日帰国

2015 年 2月 21 日 山本年度　会長エレクト研修セミナー

2015 年 2月 8日 第 2回地区運営会議

2015 年 5月 10 日 山本年度　地区研修・協議会

明日へつなげよう。
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　いよいよ７月の新年度が始まります。各クラブの会長、幹事、
委員長の皆様には、PETS、地区研修・協議会にて研修をしてい
ただきました。ロータリーは個々のクラブが主体であり、地区は
その運営をサポートするためのものであります。ガバナーはその
地区の RI 役員として各クラブの助言者であり、RI の伝道者であ
ります。そのために、ガバナーエレクトとして、１月に米国サン
ディエゴの国際協議会に出席してきました。その研修で繰り返し
教わったことは「ロータリーは世界に類の無い素晴しい団体であ
ること。地域や世界の発展のために力を尽くせるのはロータリー
しかない。そして、ロータリアンはロータリーから多くの恵みを
得ている。」とのことでした。

掲載記事に関するお問い合わせ

〒951-8053 新潟市中央区川瑞町 6-53 ホテルオークラ新潟 1 階

01

E-mail  :   k .yamamoto@rid2560niigata. jp
URL    :   http://www.rid2560niigata. jp

国際ロータリー第 2560 地区ガバナー事務所

TEL:025-222-2561  FAX:025-222-2565

さて、2015 年、ロータリーは 110 周年を迎えます。R 財団も
翌年は 100 周年となります。その永い歴史の中で、国際ロータ
リーは今年度、ロータリアン 3 世であり、スリランカ出身の
K・Ｒラビンドラン会長が就任されます。そして 2015-16 年度
のテーマとして “Be a gift to the world” を掲げられました。
　私たちは生まれてから、その生命や愛情、教育などたくさん
のものを享受してきました。今、ロータリアンとして活動して
いるこの時、その授かりものをお返しするのですと、RI 会長は
言われました。人生の価値は、どれほど得たかではなく、どれ
ほど与えたかによって判断されるとも言われました。私たちは、
才能、知識、能力、努力そして献身と熱意など誰でも与えるこ
との出来る何かを持っているはずです。「己の才能は天から授
かったもの」、これがギフトであり、この自分が持っている力
を地域社会に、そして世界に役立てようと、国際協議会の開会
時のスピーチはたいへん力強いものでした。

　RI のテーマに感銘を受け、そのギフトは今年度だけでなく未
来に繋げたいと考え、地区のテーマは “ 夢 (gift) を明日へつな
げよう ”といたしました。
　ロータリーの原点は各々のクラブがどのような活動をするか
にあると思っています。クラブが主体なのです。巨大なピラミッ
ドも、ち密に考えて配置されていますが、数百万の個々の石の
集合体です。一つひとつが大事なのです。そのクラブの活動を
活発化させるサポートをするために地区組織が存在し、又 RI 会
長のテーマや方針をクラブに分り易く伝えるために、地区ガバ
ナーが伝道者の役割として任命されていると思っています。
そのような考え方に基づいた地区運営を行って参りたいと存じます。
一年間よろしくお願い申し上げます。

月信
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2015-16 年度　出席報告書

2014-15 年度 スタートまでの足どり

クラブ名 例会数
7 月 1 日現在 5月末現在 女性 増減 7月 1日現在 5月末現在 女性 増減

出席率 会員数 クラブ名 例会数 出席率 会員数

ク ラ ブ 数

当 月 平 均 出 席 率

純 増 減 会 員 数

女 性 会 員 数

5 月 末 現 在 会 員 数

7 月 1 日 会 員 数

56

84.57%

110

151

2,138

2,028

第 2分区（9クラブ）

第 1分区（9クラブ）

第 3分区（6クラブ）

89.82 352 360 37 8

85.06 423 461 18 38

80.23 131 134 8 3

80.12 363 370 23 7

87.85 299 319 31 20

83.76 154 164 7 10

85.26 306 330 27 24
株式会社ジャパンネット
代表取締役社長 

夢(gift)を明日へつなげよう
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ｸﾗﾌﾞ奉仕委員長
片野 勉(新潟西RC)

職業奉仕委員長
渡邊 嘉子(新津中央RC)

社会奉仕委員長
海津 正男(白根RC)

国際奉仕委員長
高橋 優子(新潟万代RC)

青少年奉仕委員長
原 信博(長岡東RC)

インターアクト委員長
高橋 信行(柏崎東RC)

ローターアクト委員長
牧野 章一(高田RC)

ライラ委員長
川名 一弘(新津中央RC)

青少年交換委員長
横山 亘(高田東RC)

米山記念奨学委員長
田中 雅史(新潟南RC)

ロータリー財団副委員長
篠田 昇(新発田 RC)

ロータリー財団委員長
渡辺 敏彦(新潟南RC)

ﾛｰﾀﾘｰ地域協働ﾈｯﾄﾜｰｸｾﾝﾀｰ長
鈴木 重壱(長岡RC)

危機管理委員長
植木 康之(柏崎RC)

第2分区ガバナー補佐
高橋 英樹(新潟東RC)

第3分区ガバナー補佐
五十嵐 文平
　　　　　(阿賀野川ラインRC)

第4分区ガバナー補佐
鳥部 文雄(燕RC)

第5分区ガバナー補佐
渕岡 久一(柏崎RC)

第7分区ガバナー補佐
小林 正夫(直江津RC)

ガバナー補佐・委員会委員長

※クラブ名のあとの数字は分区2015-16 年度　山本ガバナー公式訪問日程表

第1分区ガバナー補佐
桐生 利秋(中条RC)

第6分区ガバナー補佐
伏見 勝(津南RC)

 3日 三条南 ④

 4日 三条北 ④

 5日 三条 ④

19日 十日町北 ⑥

20日 十日町 ⑥

26日 新発田中央 ①

27日 見附 ④

31日 津南 ⑥

1日　長岡 ⑤

2日　長岡東 ⑤

3日　長岡西 ⑤

9日　佐渡南 ②

10日　佐渡 ②

15日　栃尾 ⑤

16日　雪国魚沼 ⑥

24日　白根 ③

28日　高田東 ⑦

29日　柏崎中央 ⑤

30日　柏崎 ⑤

5日　村上岩船 ①

6日　村松 ③

8日　村上 ①

13日　越後魚沼 ⑥

15日　糸魚川 ⑦

16日　糸魚川中央 ⑦

19日　柏崎東 ⑤

21日　頸北 ⑦

22日　越後春日山 ⑦

27日　直江津 ⑦

28日　新井 ⑦

29日　三条東 ④

4日　水原  ①   豊栄  ①

5日　五泉 ③

5日　阿賀野川ライン ③

11日　巻 ④

12日　加茂 ④

13日　吉田 ④

16日　新潟万代 ②

17日　田上あじさい ④

24日　分水 ④

25日　新津 ③

26日　燕 ④

30日　新潟北 ②

8日　新津中央 ③

10日　新潟西 ②

11日　新潟東 ②

15日　新潟中央 ②

16日　新潟南 ②

12月8月 9月 10月 11月7月

 9日 小千谷 ⑥

14日 新潟 ②

15日 中条 ①

17日 高田 ⑦

27日 新発田 ①

30日 新発田城南 ①

31日 中条胎内 ①

会員増強を計り、活力ある奉仕活動
になりますよう、目標に合わせて努
めてまいります。

山本ガバナーを補佐し、９クラブの
運営が効果的に行われますようにつ
とめます。

山本ガバナーの立てられた指針を分
区内クラブのご協力を頂きながら推
進し、Rotary の楽しさのお手伝い
を務めて行きたいと思います。

会員基盤の充実達成すべく会員増強
セミナーを開催。クラブ奉仕委員会
に関する情報を速やかに各クラブへ
提供｡国際大会（韓国ソウル）に、
大勢の会員に参加を呼びかける

各クラブへのお願い
１各クラブ例会にて、月に 1 回　
　は「四つのテスト」の歌を歌う。
２全会員に配布する「四つのテスト」
　のカードを常時携帯し活用

１モチベーションアップのための活
　動プログラムの充実
２ロータリアンと青少年の積極交流
３組織基盤整備と会員拡大をロータ
　リアンが強力支援

11校の高等学校（高等専門学校含む）
でインターアクトクラブが活動して
います。そこで展開されています「社
会奉仕活動」や「国際親善活動」を
より有意義なものとする

青年男女が個々の能力の開発に当っ
て役立つ知識や技能を身につけ、親
睦と奉仕活動を通じて全世界の人々
の間により良い信頼関係を築く機会
を提供する

地区の危機管理については、その防
止・解決の為必要な提言や指導・助
言、適切な対処の為の方策を講じま
す。

１海外の姉妹・友好クラブとの交流
２グローバル補助金を使った海外で
　の奉仕活動
３様々な国際奉仕活動
４ソウル国際大会への参加

１子ども虐待防止
　（オレンジリボン運動）の啓発、普及。
２ロータリー公共イメージの向上。
３地区財団活動資金
　（地区補助金DDF）の有効活用の支援。

2015 年～ 2016 年度ライラ研修
会は、新潟薬科大学をメイン会場と
して、10 月 24 日（土）～ 25 日（日）
に花の街・鉄道の街「新津」で開催

① 長期交換プログラム「一年交換」
　ドイツ９月～７月
② 短期交換プログラム「夏季交換」
　ドイツ７月中旬～８月中旬（２週間ずつ）
③ 派遣、受入時のオリエンテーション

１, ロータリー財団の意義の普及
２, ロータリー財団資金の有効活用
３, ロータリー財団への寄付増進
４, ロータリーカードの加入促進

１, ロータリー財団の意義の普及
２, ロータリー財団資金の有効活用
３, ロータリー財団への寄付増進
４, ロータリーカードの加入促進

１,ロータリアンの互助・共助力を高める
２,公共イメージの向上を図り地域に貢献する
３, 危機管理意識を啓発し実践力を強化する

10 月の米山月間と諸行事・活動を
通して、より多くの地区内ロータリ
アンに米山事業の意義と活用法につ
いて啓蒙し推進を図ります。

山本ガバナーの地区運営方針に沿っ
て目標が達成できるよう誠実に努め
たいと思います。

22 年目の私ですが、第５分区７ク
ラブの訪問を通じて、山本年度の地
区目標に貢献できればと思っており
ます。

山本ガバナーの方針を各クラブの実
情に合わせて活動ができる様に、山
本ガバナーと連絡調整し、ガバナー
補佐の役目を果たす所存です。

北陸新幹線が開業した上越地域の
分区内８クラブの皆様、それぞれ
凡事徹底して、地域に根ざしたRC 
活動をしてまいりましょう。

《奉仕の理想の原点に帰ろう》
　凡事徹底　当たり前のことが当たり前に出来るロータリアンに。
　四つのテストを念頭においての行動をしよう。

2015-16 年度 地区運営方針

《環境変革への対応を考えよう》
　【変えてならないもの】は何か、【変えなければならないもの】は何かを考える。
　RI 用語 ( 中核的価値観、戦略計画、リソース、ボイスなど )の理解を深める。
　My Rotary への登録率を上げる。(50㌫目標 )

《公共イメージの向上を図ろう》
　一般市民と一緒になったイベントの企画、開催。(希望は春、補助有 )

《継続は力です (数値目標 )》
　・会員増強 (5㌫以上の純増 ) ・ロータリー財団への寄付 (＄150/ 人以上 ) 
　・ベネファクター (10名以上の純増 )
　・P・H・F(56 名以上の純増 ) ・P・H・S(10 名以上の純増 )
　・米山記念奨学会への寄付 (20,000 円／人以上 ) 
　・ソウル国際大会への参加 (300 名目標 )

2016年(H.28)山本年度

7月

日　付 行　事 会　場

日　付 行　事 会　場

8月

9月

10月

18・19  （土・日）　インターアクト年次大会（ホストクラブ：柏崎東RC） 新潟県立こども自然王国

13・14  （日・月）　米山記念奨学生親睦交流会 新潟市内他

　22 　（土）　　三条東RC　創立10周年記念式典 燕三条ワシントンホテル

　29 　（土）　　第1回地区米山記念奨学委員長セミナー ANAクラウンプラザホテル新潟

　29 　（土）　　第1回地区ロータリー財団セミナー 万代シルバーホテル

　 2 　（日）　　国際奉仕フォーラム ホテルオークラ新潟

　25 　（土）　　会員増強セミナー ホテルオークラ新潟

　30 　（日）　　三条東RC　創立10周年記念講演 ジオ・ワールドVIP

　 5 　（土）　　第2分区IM（高橋G補佐・新潟東RC） ANAクラウンプラザホテル新潟

　12 　（土）　　第4分区IM（鳥部G補佐・燕RC） 燕三条ワシントンホテル

　26 　（土）　　第3分区IM（五十嵐G補佐・阿賀野川ラインRC） 阿賀の里

　26 　（土）　　第7分区IM（小林G補佐・直江津RC） ホテルセンチュリーイカヤ

　27 　（日）　　吉田RC　創立30周年記念式典 燕市吉田産業会館大ホール

　 3 （土）　　高田RC　創立60周年記念式典 デュオ・セレッソ

　 4 　（日）　　第5分区IM（渕岡G補佐・柏崎RC） 柏崎市民プラザ

　　7 　（水）　　山本年度　地区大会記念親睦ゴルフ大会 紫雲ゴルフ倶楽部

　18 　（日）　　第6分区IM（伏見G補佐・津南RC） ニューグリーンピア津南

24・25  （土・日）　 ライラ研修　（ホストクラブ：新津中央RC） 新潟薬科大学（新潟市秋葉区）

　31 （土）　　山本年度　地区大会1日目　RI会長代理歓迎晩餐会 ホテルオークラ新潟

1月

2月

　1 （日）　　山本年度　地区大会2日目 朱鷺メッセ

15 （日）　　第1分区IM（桐生G補佐・中条RC） ロイヤル胎内パークホテル

　6 （土）　　第2回地区米山記念奨学委員長セミナー ホテルオークラ新潟

20　 （土）　　第2回地区ロータリー財団セミナー 兼 資金管理セミナー 万代シルバーホテル

　5　 （土）　　米山記念奨学生終了式・歓送会 ANAクラウンプラザホテル新潟

12　 （土）　　田中年度　会長エレクト研修セミナー（PETS） 長岡グランドホテル

16　 （土）　　三条北RC　創立30周年記念式典 ＶＩＰジオワールド

23　 （土）　　田中年度　地区研修・協議会 ホテルニューオータニ長岡

～1 （水）　　RI国際大会 韓国・ソウル

11　 （土）　　長岡RC　創立65周年記念式典 長岡グランドホテル

19　 （日）　　ロータリー財団　学友会総会 ホテルイタリア軒

14 （土）　　米山記念奨学生オリエンテーション・歓迎会 ホテルオークラ新潟

21　 （土）　　十日町RC　創立60周年記念式典 当間高原リゾート　ホテルベルナティオ

28～　（土）　　RI国際大会  韓国・ソウル

28 （土）　　米山記念奨学生学友会総会 ホテルイタリア軒

11月

12月

ロータリー親睦活動月間

母子の健康月間4月

水と衛生月間

6月

基本的教育と識字率向上月間

職業奉仕月間

ロータリー財団月間

3月

5月

会員増強・拡大月間

青少年奉仕月間

経済と地域社会の発展月間・米山月間

平和と紛争予防／紛争解決月間

疾病予防と治療月間



 

 

 

 

 

 

 

寄付金速報 ― 今年度の送金はお早目に ― 
5 月までの寄付金累計は前年同期と比べ 5.3％増、約 6,500 万円の増加です。普通寄付金が 1.9％

増、特別寄付金が 6.9％増となりました。5月単月では前年度に比べ 4 カ月ぶりのマイナスですが、

累計額では 2009 年度以降、最高額を維持しています。 

2014-15 年度も残り半月となりました。普通寄付金を上期・下期分ともにまだご送金いただいて

いないクラブが 64 クラブ（6 月 8 日現在）あります。今年度の寄付実績は 6 月 30 日（火）までに

当会の銀行口座に入金記帳された分までとなります。普通寄付金・特別寄付金のご送金は、日程に

余裕を持ってお送りくださいますよう、ご協力をお願いいたします。 

2015-16 年度よねやま親善大使 ― 4 人の大使が活動 ― 
6 月 1 日、第 2 代よねやま親善大使オリエンテ

ーションを開催し、新しい親善大使へロータリ

ーや米山記念奨学事業について研修を行ったほ

か、初代親善大使の楊さんから先輩からの体験

談を話していただきました。 

翌 2 日の理事会開催前にはよねやま親善大使

の任命式が行われ、全国各地区の理事の前で、

小沢理事長から委嘱状が手渡されました。また、

この 6 月で退任す

る初代よねやま親

善大使・尤銘煌さんには感謝の盾が贈られました。尤さんの 2 年間に

わたる活躍に感謝申し上げます。 

2015-16 年度は 4 人のよねやま親善大使が米山記念奨学事業をＰＲ

します。地区の米山関連行事にぜひお呼びください。招へいのご相談

は当会事務局広報担当まで。どうぞよろしくお願いいたします。 

理事会開催報告 ― 来年 4 月採用数は 740 人に決定 ― 
6 月 2 日に開催された第 9 回理事会には、全国から 26 人の理事と監事 2 人が出席しました。 

主な議題として、2015 年度事業計画および収支予算が承認されたほか、2016 学年度の奨学生採

用数と募集要項、奨学金給与規程の改定案などが原案

通り承認されました。質疑応答や意見交換の時間には、

事業全般に関わるさまざまな意見が出され、活発な意

見交換が行われました。 

本理事会での承認を受け、2016 年 4 月採用の奨学生

数は、昨年度から続く堅調な寄付実績を反映し、前年

度比 20 人（枠）増の 740 人（枠）とすることが決定し

ました。  

2015 年 6 ⽉ 12 ⽇発⾏ 
公益財団法⼈ロータリー⽶⼭記念奨学会

左からスチッタ・グナセカラさん(スリランカ)、于咏さん(中国)、
金福漢さん（韓国）、楊小平さん（中国） 
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第 2 回次期地区米山奨学委員長セミナーを開催 
2015-16 年度地区米山奨学委員長対象の第 2回セミナーを 5 月 29 日、都内で開催しました。今回

のセミナーは『どんな奨学生を採用し、どのように育てるか』をメインテーマとして、下記 3 つの

サブテーマについて講義とディスカッションが行われました。 

・指定校選定の留意点、学校説明会と指導教官対策 

【講師】安増惇夫氏（現・第 2700 地区米山奨学委員長） 

・カウンセラー制度の重要性 

【講師】伊藤敦夫氏（現・第 2760 地区米山奨学委員長） 

・寄付⾦増強の⼯夫 

【講師】前田靖文氏（元・第 2680 地区米山奨学委員長） 

参加者の皆さんからは「疑問に思っていたことに対するヒ

ントやアイデアを得た」「これまで学校説明会を実施していなかったが、今回の情報を参考に実施

を検討したい」といった感想のほか、「他地区の委員長の本音が聞けて良かった」「講師の取り組む

姿勢に圧倒された」など、委員長同士の情報交換や講師の熱意を高く評価する声もいただきました。 

ネパール復興を願って ― 関西米山学友会が募金活動― 
第 2660 地区（大阪府）で 5 月 5日、「第 44 回中之島まつ

り」とタイアップした「ロータリーフェスティバル」が開

催されました。これは、同地区 82 クラブのほか、ローター

アクトクラブや米山奨学生・学友らが集結し、愛のパレー

ドや危険ドラッグ撲滅サミット、国際フォーラムなどを行

って、ロータリーを内外に広くＰＲするイベントです。 

関西米山学友会ではこの日、ネパール大地震の復興支援

のための募金活動を実施。学友 15 人、現役米山奨学生 7 人

と地区米山奨学委員が協力し、手作りの募金箱を持って市民に支援を呼び掛けました。会長の何玉

翠さんはこの活動を決意したきっかけについて「ネパールにはたくさんの米山学友がいます。ネパ

ール学友の故郷は、私たちの故郷だからです」と、述べています。「“ネパール大震災復興支援募金

をお願いします！”と大声で叫びながら、中ノ島公

園、中央公会堂をひたすら歩き回り、頭を下げて、

頑張りました。1 日も早いネパールの復興を願い、一

致団結して懸命にやりました！この思いがネパール

に届きますように……」。470,853 円が当会を通じて

ネパール米山学友会へ届けられます。関西米山学友

会は 7 月 5 日の総会でも、第 2 弾の募金活動を行う

予定とのことです。 

【訃報】評議員 塚原初男氏（第 2800 地区）逝去 
当会評議員の塚原初男氏（第 2800 地区）が、6 月 1 日にご逝去されました。享年 81（満 80 歳）

でした。塚原氏は、2010-11 年度の国際ロータリー第 2800 地区ガバナーで、2010 年 8 月から当会

評議員に就任。2012 年 1 月に公益財団法人に移行後も、最初の評議員をお務めいただき、任期は今

年 9 月までの予定でした。昨年 9月からは、当会選考委員会の委員長としてもご奉仕くださいまし

た。ここに謹んで哀悼の意を表し、氏のご冥福をお祈りいたします。 
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平成２７年６月２５日

ガバナーエレクト各位
ロータリー文庫運営委員会
委員長 藤 林 豊 明

拝 啓
向暑の候、貴ガバナーエレクトはじめスタッフの皆様には益々ご健勝にてご活躍
の事とお慶び申し上げます。また常々文庫へのご協力を心から感謝致しておりま
す。
このたびは、下記１０点をご紹介いたしますので「ガバナー月信」にご掲載下さ
るようお願い致します。
なお今後ともご活躍とご成功を心からお祈り致しております。

敬 具

追 伸 下記ご掲載の場合は［申込先］もご記載下さるようお願い致します。

文 庫 通 信（334号）

「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事業の一つとして1970年
に創立された皆様の資料室です。
ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約２万４千点を収集・整備
し皆様のご利用に備えております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、
文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承りま
す。また、一部資料はホームページでPDFもご利用いただけます。
クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、
ご活用願います。 以下資料のご紹介を致します。

デジタル化されたロータリー文献(２)

◎「私のロータリー」 森三郎 1992 198p

◎「日常語で、ロータリー」 森三郎 1995 20p

◎「『今 ロータリーが忘れている事』関西ロータリー研究会第55回例会記録」
森三郎：講師 1999 112p

◎「アイウエオ!!－ロータリーの心と人生のイロハ－」 小林 博 〔2002〕
〔4p〕

◎「ロータリーとは何か（ロータリー入門）」 松崎勝一 2005 11p

◎「ロータリーの歴史〈75年の歩みを振り返る〉」 梶原景親 福岡西R.C.
1980 53 p

◎「ロータリーの奉仕哲学」 梶原景親 福岡西R.C. 1983 40p

◎「ロータリー讀本」 梶原景親 福岡西R.C. 1984 143p

◎「ロータリアンの特典と義務について 改訂版」 麻植 晃 徳島南R.C.
1998 18p

◎「会員増強について考える」 鳴海淳郎 〔2000〕 8p

［上記申込先：ロータリー文庫]

ロータリー文庫
〒105－0011 東京都港区芝公園 2-6-15 黒龍芝公園ビル 3 階

TEL（03)3433-6456 ・FAX（03)3459-7506 http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館＝午前 10 時～午後 5 時 休館＝土・日・祝祭日


